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Ⅰ　はじめに



【はじめに】

(１)管内の概況

(２)所管区域

　倶知安町・ニセコ町・京極町・真狩村・喜茂別町・留寿都村

(３)管内図

　管内の総人口は29,379人（住民基本台帳：令和５年（2023年）1月1日現在）で、後志

総合振興局の15.1％、北海道全体の0.6％を占めています。

　気候は、日本海性気候に属し、一般的に春から夏にかけては温暖で晴天に恵まれる日が

多いのですが、冬は北西の季節風を受け、降雪量が多く、根雪は11月中旬から4月中旬に

及びます。特に、当管内の羊蹄山麓地帯は本道の中でも初雪が早く、道内屈指の豪雪地帯

　当管内は、北海道の南西部に位置し、秀峰「羊蹄山」の裾野を一級河川「尻別川」及び

その支川が流れる高原の純農村地帯で自然環境に恵まれた地域です。

　総面積は1,113.84㎢で、後志総合振興局の25.9％、全道の総面積83,456.38㎢の1.3％を

占め、倶知安町・ニセコ町・京極町・真狩村・喜茂別町・留寿都村の4町2村からなって

います。

となっています。

　産業は第１次産業が主体で、中でも農業は大規模経営の野菜を中心とした畑作で、じゃ

がいも・にんじん・ゆりね・だいこん等が生産されています。

　また、優れた自然を生かした冬期のスキー、夏期のラフティング等に代表される豊かな

自然環境を生かしたアウトドア観光も盛んで、倶知安町及びニセコ町にまたがるニセコ地

域ではオーストラリア等からのスキー客が急増し、海外資本によるリゾート開発が盛んに

行われています。

　出張所が管理する道路・河川等の現況は、道路の管理延長が198.7km、河川管理延長が

253.0km、砂防・地すべり施設が25カ所（指定地23カ所）となっています。

後志総合振興局
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(４)管理状況

　　○道路

　　○河川

　　○砂防・地すべり・急傾斜

※地すべり防止区域は国土交通省指定分

急傾斜地崩壊危険区域

箇所数 面積(ha) 箇所数 面積(ha) 箇所数 面積(ha)

- -

合計 19 198.7

路線数 延長km

主要道道 4 82.5

一般道道 15 116.2

河川数 管理延長km

尻別川水系 28 243.0

貫気別川水系 1 10.0

合計 29 253.0

砂防指定地 地すべり防止区域

22 178.02 1 43.65
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Ⅱ　道路施設編



１．道路の維持管理実施計画

（１）道路管理一覧

主　要 ５８ 倶知安ニセコ線 南３条通 15.7 15.7

道　道 ６６ 岩内洞爺線 （綺羅街道） 26.9 26.9

９５ 京極定山渓線 12.3 12.3

９７ 豊浦京極線 27.6 27.6

一　般 ２３０ 三ノ原ニセコ線 18.8 18.8

道　道 ２５７ 留寿都喜茂別線 9.1 9.1

２７１ 倶知安停車場線 大通 0.5 0.5

３４３ 蘭越ニセコ倶知安線 16.9 16.9

４７８ 京極倶知安線 12.2 12.2

５６０ 仲洞爺留寿都線 5.0 5.0

６３１ ニセコ高原比羅夫線 2.6 2.6

６９５ 清原喜茂別線 11.5 11.5 伊達市の全区間3.4㎞を真狩出張所で管理

６９６ 喜茂別停車場線 0.0 0.0 喜茂別町に権限委譲

７７７ 川崎三ノ原線 7.9 7.9

７８４ 黒橋京極線 16.9 6.7 路肩変状のため全面通行止（L=10.2㎞）

７９１ 峠宮田線 4.0 4.0

７９２ ニセコ停車場線 2.5 2.5

８２１ 京極停車場線 0.8 0.8

８４１ 桜川線 3.0 3.0

９１４ 新富神里線 4.5 4.5

計 198.7 188.5

N=18路線

※延長の単位はｋｍ。令和5年（2023年）４月１日現在の数値。出張所合計値はｍ単位の取りまとめ値により、合計とは合わない。

　 主な街路名とは地元協議等により呼び名が一般化している路線を記載（愛称をかっこ書き）

（令和6年度（2024年度）　　小樽建設管理部真狩出張所）

区　分 路線番号 路　　線　　名 主な街路名（愛称等） 管理延長
夏期パトロール

延長 備　　考
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「作業内容別の維持管理水準一覧表」及び「R6年度（2024年度）実施計画」（小樽建設管理部　真狩出張所管内）

○道路パトロール業務（通常、定期、夜間、異常時）により、道路の状況、利用状況等を把握し、維持管理水準に適合した場合に必要な作業を実施

【 道　 路 】

 予防管理型
 施設補修
（橋梁補修）

 橋梁補修
破損や劣化が確認された場合に、予防管理の取り組みを踏まえた
部分的な補修を実施

○道路パトロール（定期）、橋梁点検等結果を基に、部分的な補修
を実施

 橋梁塗装
部分的な”われ”や”はがれ”があり、錆が著しく発生している場合
に、予防管理の取り組みを踏まえた部分的な補修を実施

○道路パトロール（定期）、橋梁点検等結果を基に、部分的な補修
を実施

施設補修
（トンネル等補修）

トンネル等補修
点検や早期の補修・修繕による措置を行い、長寿命化の取り組み
を実施

○道路パトロール（定期）、定期点検等結果を基に、部分的な補修
を実施

予防管理型、
対症管理型

施設補修
（道路附属物（小規
模附属物）補修･更
新）

道路附属物（小規模附属
物）補修･更新

定期点検による診断結果より、施設の長寿命化を図る。破損や劣
化により、安全性の確保に支障が生じる場合に、補修･更新を実施

○道路パトロール（定期）、定期点検等結果を基に、部分的な補修
を実施

 対症管理型
 施設補修
（路面等補修）

 舗装補修
（パッチング）

局部的な穴ぼこや段差等の発生が見られ、走行車両に支障が生
じる場合に実施

○道路パトロール（通常）等結果を基に、必要箇所を実施

路面補修
（オーバーレイ）

わだち、ひび割れ等の発生が面的にみられ、走行車両に支障が生
じる又は生じる危険性がある場合に、路面状況に応じて実施

○道路パトロール（通常）等結果を基に、必要箇所を実施

路面整正（砂利道）
融雪後、走行車両に支障が生じる場合に実施します。その他、降
雨等によりわだち掘れや穴ぼこ等が生じる場合に実施

○道路パトロール（通常）等結果を基に、必要箇所を実施
砂利道区間及び事前通行規
制区間

 崩土除去、倒木処理、路
肩法面補修

局部的な法面崩落、倒木、路肩崩壊等が発生した場合に、走行車
両の通行確保のため、崩土除去や倒木処理、路肩法面補修等の
応急的な対応

○道路パトロール（通常）等結果を基に、必要箇所を実施

 施設補修
（作工物補修）

 排水施設補修
破損や劣化により、排水施設がその機能を失い、安全性の確保に
支障が生じる場合に、補修や更新を実施

○道路パトロール（通常）等結果を基に、必要箇所を実施

 交通安全施設補修
破損や劣化により、防護柵等がその機能を失い、安全性の確保に
支障が生じる場合に、補修・更新を実施

○道路パトロール（通常）等結果を基に、必要箇所を補修。また、
照明の球切れ等は道路パトロール（夜間）結果に基づき実施

 施設補修
（区画線）

 区画線設置
路面の中央線や、片側2車線以上の境界線は、春先に交通安全
上、運転者が確認できなくなる場合に塗り替え、またその他の区画
線は交差点等、特に必要な箇所について実施

○道路パトロール（通常）等結果を基に、必要箇所を実施

備　考
参考資料
図面表示

管理区分 区　分 内　容 維持管理水準 R6年度（2024年度）実施計画 地域の特記事項等
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「作業内容別の維持管理水準一覧表」及び「R6年度（2024年度）実施計画」（小樽建設管理部　真狩出張所管内）

○道路パトロール業務（通常、定期、夜間、異常時）により、道路の状況、利用状況等を把握し、維持管理水準に適合した場合に必要な作業を実施

【 道　 路 】

備　考
参考資料
図面表示

管理区分 区　分 内　容 維持管理水準 R6年度（2024年度）実施計画 地域の特記事項等

 日常管理型
 機能回復
（除草）

 草刈り

交通安全上の支障が生じる場合に、市街地及び郊外地の通学路
の草刈りは、一人で通学を始める小学１年生を想定し、上半身が
確認できる程度の草丈に、通学路を除く郊外地は安全施設を確認
できる程度の草丈を目安に管理

○道路パトロール（通常）等結果を基に、必要箇所を実施
岩内洞爺線（フラワーロード）は地域の状況に配慮して草刈りを実
施

草刈図

 伐開
沿道において倒れる恐れがある立木や、倒木が人や車両の通行
に支障が生じる場合に除去

○道路パトロール（通常）等結果を基に、必要箇所を実施

 日常管理型  路面清掃
春先、降雨のあとの土砂が飛散した時等、人や車、沿道に支障が
生じる場合に、沿道状況などに応じて実施

○道路パトロール（通常）等結果を基に、必要箇所を実施
路面状況により＝散水車+路
面清掃車又は散水車 （路面
清掃車）

路面清掃図

 機能回復
（清掃）

 法面等清掃
春先におけるゴミの散乱等により美観や環境に支障が生じた場合
に実施、その他、ゴミの状況により排水施設に支障が生じる場合
等にも、清掃を実施

○道路パトロール（通常）等結果を基に、必要箇所を実施

 排水施設清掃 土砂によって著しく塞がっている箇所を優先して清掃を実施 ○道路パトロール（通常）等結果を基に、必要箇所を実施

 機能回復
（植栽管理）

 樹木剪定
標識等が見えにくくならないよう、また歩行者や車両の通行に支障
が生じないように樹木毎に樹形を考慮し剪定を実施

○道路パトロール（通常）等結果を基に、必要箇所を実施 　

 冬囲い
道内観光のイメージアップに寄与する沿道の中低木は、雪害から
樹木の育成を守るため、状況に応じて実施

○積雪時期迄に対象木をムシロ・縄等で囲う。

 必要経費  施設維持  機械購入修理費 管理車両の更新修理のための必要経費 ○路面清掃車、草刈り機械などの修理

 車庫等整備 管理車両の車庫等更新修理のための必要経費 ○管内の車庫等の雨漏り補修他

 道路附属施設等経費
照明灯等の電気料金や、トンネル非常用設備等の電話料金、通
信料金等

○照明の節電対象路線拡大を検討

 施設維持
（道路附属）

 道路附属施設の
 保守点検・補修

気象観測収集装置やトンネルの非常用設備は老朽化や欠損によ
る不具合が生じないように、定期的な点検と機器の補修を実施

○委託業務により保守点検を実施
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